
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１日にみなさんと出会えることができて、大変うれしく思います。そして、みなさん

がこの２学期にどれだけ成長できるかを楽しみにしています。そのために大切な話をします。  

まず、東京パラリンピックの開会式で「片翼の小さな飛行機」の演目で物語の主人公を堂々

と演じた和合由依（わごう ゆい）さんです。この飛行機は、左の翼がありません。１つしか

ない翼で飛ぶ勇気を持てない主人公が、周りの人に勇気づけられて大空へはばたいていくス

トーリーです。和合さんは、両足と左腕を自由に動かすことはできませんが、自分を片翼の

飛行機に重ねて堂々と演じ切りました。 

次に、東京パラリンピックの車いすバスケットボール女子選手の北間優衣（きたま ゆい）

さんです。和合さんと北間さんは、車いすを使っていることと名前がどちらも「ゆい」という

こと以外にも、共通点があります。この二人がわたしたちに感動を与えてくれるような存在

になっている大きな理由です。それは、北間さんの言葉でわかります。北間さんが通学して

いた伊丹市立天神川小学校では、体育の参加をとめられたことはなく、先生と同級生がいつ

もどうすれば一緒にできるかを考えてくれたそうです。例えば、サッカーは足が使えないた

め、ゴールキーパーをまかされましたが、一人では大きなゴールを守れませんので「それな

らゴールキーパーを２人にしよう」と、仲間外れにされることなく楽しむことができたと語

られています。    

私は、高田小学校が和合さんや北間さんの友だちのようにどんな時でも仲間を大切にする

子が育つ学校にしたいと考えています。２学期は、体育大会・学習発表会・修学旅行・自然学

校などの行事が予定されています。仲間と一緒に成長できる大切な学期です。これらの行事

を成功させるためにも、きちんとやるべきことはきちんとやる、その上でどんどん活躍して

いきましょう。まずは、コロナ対策です。 

最後に、１年森本結愛（もりもと ゆあ）さんの言葉を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※始業式は、各教室で Chrome Book を使って動画や資料を見せながら行いました。  

令和３年９月１５日  

高田小学校便り  

校長先生からみなさんへ 

み ん な で 

高田小学校１年 もりもと ゆあ 

 

てあらい、うがいをしよう 

しょうどくをしよう 

ますくをしよう 

みんなで こころをひとつにしよう 

みんなのわらったかおが みられるように 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６日（木）ＴＣＣ活動  １０月８日（金）お話玉手箱・委員会活動 

１８日（土）体育大会  延期 １２日（火）愛校活動 

２１日（火）代休 授業日 １４日（木）１５日（金）修学旅行 

２７日（月）･２８日(火)自然学校 

（２９日～１０月１日 西はりま天文台公園） 延期 

新型コロナウイルス感染状況により予定が変更

になる場合があります。 

内容を工夫し、継続して取り組んでいます。 

１学期『ふくみね賞』受賞者 

【２年生】 奥本 響太 奥本 奏太 松井 奏 奥本 莉音菜 

 尾西 優希乃 左古 結音 

【３年生】上田 峻治 大前 花和 塚本 悠陽 宮﨑 彩心 

【４年生】上野 心々夏 小河 昂生 川渕 空舞 小林 真央 

【５年生】上田 美咲 尾西 柚香 山本 悠真 山田 大智 

【６年生】中塚 皓清 岩井 朱莉 寺本 真緒 

全国学力・学習状況調査結果の概要（６年生） 

６年生を対象にした全国学力学習状況調査の結果が公表されました。その結果から以下のような特徴が見

られました。 

【学力調査の解答状況から見える特徴】 

○ 国語では、「言葉の特徴や使い方に関する事項」の漢字を正しく書いたり、主語・述語との関係を捉え

たりする力がついています。一方で、「話すこと・聞くこと」の目的に応じて話の内容が明確になるよう

にスピーチの構成を考えたり、目的や意図に応じて資料を使って話したりするところに課題が見られま

す。また、「読むこと」の文章全体の構成を捉え、内容の中心を把握したり、目的に応じて文章と図表を

結びつけて必要な情報を見つけたりするところに課題が見られます。 

○ 算数では、場面から数量の関係を捉えて式を立て正しく計算したり、複数の図形を組み合わせた面積

について、量の保存性や量の加法性を基に捉え比べたりする力が高いです。一方で、複数のデータを比較

して示された特徴をもった項目とその割合を記述したり、集団の特徴を捉えるためにどのようなデータ

を集めるべきかを判断したりすることに課題が見られます。 

 

【児童質問紙の回答状況から見える特徴】 

○ 学校に行くのが楽しいと思っている児童が多くいます。 

〇 家で自分で計画を立てて学習できている児童が多くいます。 

○ 「自分には良いところがある」と感じる児童が少なく、「自分の思っていることや感じていることを言

葉で表す」ことができる児童も少ない傾向にあります。「新聞を読んでいる」と答えた児童も少なく、日

頃から目的や意図に応じて情報を収集し、それを伝え合うことが必要だと感じます。 

 

【学校の取組】 

今回の結果を踏まえ、各教科や特別活動（学級会・朝の会など）で話す力を高めるために目的に応じて

話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考えたり、目的や意図に応じて資料を使って話したりする

ように取り組みます。また、国語辞典を活用し、すぐに言葉を調べられる習慣を付けます。算数では、基本

問題に加え、文章問題を多く取り入れ、課題から何を導くかを考え、解決できる力をつけます。 

教育活動を学校全体で見直し、授業改善を推し進め、さらに効果的な実践が展開できるよう取り組みま

す。今後ともご支援ご協力をよろしくお願いします。 

なお、この調査は、６年生を対象に５月に行われたものです。結果は、学力の一部分であり、学校にお

ける教育活動の一側面に過ぎません。これらが児童の特徴の全てを説明しているものではないことを、ご

了承ください。 

９月・１０月の行事予定

嬉 

第２回再生資源回収（９/５） 

地域の皆様のご協力に対して心から感謝いたします。 


